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平
成
十
七
年
五
月
市
会
定
例
会
に
お

き
ま
し
て
歴
史
と
伝
統
あ
る
第
七
十
二

代
京
都
市
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す

と
と
も
に
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
昨
年
、
三
位
一
体
改
革
の
全
体
像
が

示
さ
れ
、
い
よ
い
よ
国
と
地
方
の
協
議

に
基
づ
く
真
の
分
権
改
革
が
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
改
革
は
、
地
方
公
共
団
体

の
自
己
決
定
権
が
拡
大
す
る
こ
と
に
伴

い
、
住
民
代
表
で
あ
る
議
会
の
果
た
す

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
参
り

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
議
会
の
活
動
状
況
を

積
極
的
に
お
示
し
す
る
た
め
、
田
中
セ

ツ
子
前
議
長
は
「
開
か
れ
た
市
議
会
を

め
ざ
し
て
」
委
員
会
市
長
総
括
質
疑
の

区
役
所
支
所
へ
の
録
画
映
像
の
配
信
や

モ
ニ
タ
ー
視
聴
の
充
実
な
ど
取
り
組
み

を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
委
員

会
質
疑
の
配
信
」
や
「
市
会
だ
よ
り
の

充
実
」
を
図
り
、
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
の
「
魅
力
あ
ふ
れ
る

議
会
づ
く
り
」
へ
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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魅
力
あ
ふ
れ
る
市
会
め
ざ
し

魅
力
あ
ふ
れ
る
市
会
め
ざ
し

魅
力
あ
ふ
れ
る
市
会
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ざ
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（
選
出
行
政
区
別
）

　
議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
12
号
の
内
容

　
２
、３
面
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五
月
市
会
の
代
表

質
問
　
▽
二
月
市
会
普
通
予
算
特

別
委
で
の
自
民
議
員
の
発
言
記
録

　
４
面
　 

▽
職
免
で
申
し
入
れ
　

▽
ア
ー
バ
ン
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
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勉

強
会
　
▽
朝
食
勉
強
会
　
▽
二
月

市
会
公
営
企
業
等
予
算
特
別
委
で

の
自
民
議
員
の
発
言
記
録

京
都
市
会
議
長

巻
野

渡

京都市会本会議場
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　の人体への影響の懸念及び建設に当たっての文
化市民局との連携の要請

保健福祉局　
・保育料見直しで格差是正の影響が出る世帯の割合
・個々の保育料決定に当たっての市民へのきめこ
まやかな対応の要請
・17年度中の待機児童解消の見通し
・特例保育のニーズの推移及び今後の制度継続の
要請
・子供の幸せの観点からの延長保育に代わる施策
検討の要請
・保育料徴収協力員モデル事業等保育料徴収の現
状と今後の見通し
・保育料徴収困難世帯に対する対策の実施及び園
と市の連携による徴収の努力の要請
・安全対策として園庭の芝生化を指導する考え
・幼児期における運動経験の重要性及び運動能力
を伸ばす遊び実施の要請
・プール制堅持の観点での高齢の保育士の給与体
系見直しの必要性
・警察情報の速やかな提供など保育所の安全対策
確保の要請
・母子福祉センターの利用状況及び事業の実施状況
・母子家庭の収入の状況及び児童扶養手当の支給
実績
・高齢者福祉施設の入所待機者解消の具体的方策
・介護予防ともなる高齢者スポーツの必要性
・高齢者のスポーツ普及のための事業内容及び施
設等の場所提供の要請
・高齢者市バス、地下鉄等乗車証交付の市民の不
安感解消の要請
・醍醐コミュニティバスへの適用の検討状況
・居宅介護支援事業者の取り消しが多いことに対
する見解
・小児慢性特定疾患治療研究事業等医療給付につ
いて公費全額負担の制度見直しにより多額の自

己負担となることへの適切な対応の要請
・医療機関や患者への正しい情報周知の要請
・小児慢性特定疾患の当事者に配慮した制度改正
や支援の必要性

・難病相談支援センター設置に係る府からの相談
の有無
・特定疾患医療受給者証の受給者数
・府との連携を密にした難病患者の実態把握の要請
・骨髄バンクドナー登録の推進
・国民健康保険料改定の理由
・保険料改定幅を抑えるために行った本市の努力
・値上げの幅が大きい所得階層に対する対応の内容
・市民に理解してもらうための方策の内容及び窓
口対応の重要性

・国保財政健全化に向けての今後の取り組み

都市計画局
・京町家まちづくりファンド（仮称）の創設につい
て京町家再生プランとの整合性及び景観重要建
造物指定の手法

・南部開発推進事業の進ちょく状況と今後の見通し
・京北地域における土地利用規制誘導の必要性の
検討調査
・パーク・アンド・ライドの実施に必要な駐車場の
積極的な確保の必要性

・交通バリアフリー基本構想の策定
・屋外広告業業者登録制度の実施
・高度集積地区における屋外広告物への規制の在
り方
・市民ボランティアによる違反はり紙等除却事業
の推進
・耐震診断士派遣事業の取り組みの推進
・高い空き家率と巨額累積赤字を抱える特定優良
賃貸住宅供給促進事業の見直しの必要性

・同じ地域の市営住宅で応募倍率に極端な差が生
じていることに対する認識

・景観の創生、ＴＤＭ施策など都市計画局が企画

調整機能を発揮すべき部門の予算の充実確保
・洛西ニュータウン管理公社と住宅供給公社及び
住宅サービス公社の統合に関する懸念

建設局
・自転車等駐車場の整備状況と今後の整備見通し
・撤去した放置自転車の返還率低下への懸念
・駅前の空き地等を自転車等駐車場として積極的
に整備する考え
・地域や学校等と連携した効果的なマナー啓発の
工夫
・京北町との合併に伴い法定外公共物として本市
に移管される里道等の所管問題
・道路や市街灯などの維持補修費の十分な予算確
保による迅速な対応の要請
・一般国道162号線川東工区の進ちょく状況及び
栗尾バイパスの整備見通し
・京阪本線淀駅周辺整備事業の進ちょく状況と今
後の見通し
・阪急桂駅東向日駅間において立体交差化が困難
である川岡踏切の取扱い
・葛野大路、久世梅津北野線の調査結果と今後の
整備見通し
・久世梅津北野線の整備に係る地元との協議状況
・河川はん濫による地下鉄構内への浸水時におけ
る危機管理体制
・七瀬川都市基盤河川改修事業の進ちょく状況と
完成見通し
・木津川に関する情報の市域への連絡円滑化のた
めの京都府との連携強化
・公園における周囲からの見通しの改善など安全
対策の徹底
・太秦安井公園（仮称）整備の際の地元要望の反映
・六原公園及び山ノ内公園の用地取得方法
・公園設置に係る諸条件と整備優先順位の考え方
・伏見区など人口密度が高いにもかかわらず広域
避難場所として使用できる公園がない地域への

公園整備促進
・水辺環境整備や屋上緑化など地球温暖化対策に
おける建設局の役割
・伏見区横大路における京都パープルサンガ専用
スタジアム建設計画の進退が伏見西部第五地区
区画整理事業に与える影響
・現場職員の意見の業務への積極的採用による職
責意識の向上

消防局
・火災通報など市民に対する一層の協力要請
・消防防災通信ネットワークの構築実用化に伴う
総事業費
・スポーツ指導者に対する救命講習義務付けの要請
・スポーツ関係者に対する自動体外式除細動器（Ａ
ＥＤ）普及啓発の必要性
・防火・防災普及啓発事業の効果を高めるための
人材の質的確保の要請
・売名目的等形だけの入団で十分な活動が困難な
消防団員に対する適切な対応
・女性団員に配慮したトイレ改修など施設整備へ
の支援要請
・女性団員の割合及び男性団員との役割分担の有無
・消防団におけるサラリーマンの増加に配慮した
消防出初式の休日実施の考え
・都市河川はん濫時に迅速な対応と避難誘導がで
きる体制づくりの要請
・震度測定に係る精度向上のための京北町や各活
断層への地震計の設置
・都市計画局の防災都市づくり計画と第３次地震
被害想定の整合性
・非常食の管理体制及び備蓄状況
・安心安全ネット戦略プラン（仮称）における消防
局の役割
・世界的な災害への危機意識の高まりの中での防
火、防災意識啓発の重要性

自民議員の主な発言・提案 普通予算特別委員会

古紙配合100％の再生紙と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

（
京
北
町
と
の
合
併
に
伴
う
農
業
の
振

興
）
　
中
村
安
良
議
員
（
質
問
）
京
北
町
と

の
合
併
で
京
都
市
域
の
農
地
は
五
百
八

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
え
、
市
域
全
体
で
二

千
九
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
に
な
り
、
役

所
の
組
織
も
農
林
振
興
室
と
し
て
充
実

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
官
・
学
と

地
元
が
連
携
し
て
「
合
併
記
念
の
新
た

な
京
の
農
産
物
の
産
地
づ
く
り
」
が
で

き
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
ま
た
今
後

の
京
北
地
域
の
農
業
振
興
対
策
を
ど
の

よ
う
に
推
進
さ
れ
る
の
か
、
お
考
え
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
桝
本
　
兼
市
長
（
答
弁
）
京
北
地
域

は
、
冷
涼
な
気
象
条
件
を
生
か
し
た
小

か
ぶ
や
み
ず
菜
な
ど
の
野
菜
も
生
産
さ

れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
京
都

市
で
は
平
成
十
年
度
か
ら
「
京
の
旬
野

菜
推
奨
事
業
」
に
取
り
組
み
、
京
都
大

学
と
連
携
し
て
、
小
型
ト
マ
ト
の
「
京

て
ま
り
」
や
「
京
あ
か
ね
」
な
ど
新
し

い
京
野
菜
を
開
発
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
場
の
新
た
な
緑
黄
色
野
菜
と

し
て
葉
の
部
分
を
食
用
と
す
る
ト
ウ
ガ

ラ
シ
の
「
京
唐
菜
」
を
京
都
大
学
と
と

も
に
開
発
中
で
、
京
北
地
域
に
お
い
て

も
積
極
的
な
農
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

（
水
災
対
策
）

　
中
村
安
良
議
員
（
質
問
）
水
災
発
生

時
に
は
、
消
防
局
、
建
設
局
、
上
下
水

道
局
、
区
役
所
な
ど
で
十
分
な
連
携
体

制
が
確
立
し
て
い
る
か
。
浸
水
や
土
砂

崩
れ
な
ど
の
水
災
の
発
生
状
況
や
、
今

後
に
発
生
が
予
想
さ
れ
る
情
報
を
市
災

害
対
策
本
部
で
、
ど
こ
ま
で
き
め
細
か

く
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。
本
市
に
は

地
域
防
災
計
画
が
あ
る
が
、
実
際
に
は

迅
速
・
的
確
に
、
ま
た
横
断
的
に
行
政

と
し
て
機
能
し
、
対
応
で
き
る
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
ハ
ー
ド
整
備
は
も
と

よ
り
、
総
合
的
な
運
用
体
制
な
ど
に
つ

い
て
、
具
体
的
対
策
を
お
聞
か
せ
願
い

ま
す
。
ま
た
、
水
災
は
ど
の
時
点
で
避

難
勧
告
を
出
さ
れ
る
の
か
、
地
震
の
避

難
場
所
と
異
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
毛
利
信
二
副
市
長
（
答
弁
）
大
雨
洪

水
警
報
等
が
発
令
さ
れ
ま
す
と
、
市
・

区
の
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各
局
・

区
連
携
の
下
に
、
雨
量
や
河
川
の
水
位

情
報
、
危
険
個
所
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

な
ど
に
よ
る
現
場
情
報
等
、
各
種
の
情

報
を
収
集
し
、
迅
速
に
被
害
の
発
生
を

防
止
す
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

避
難
勧
告
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
う

し
た
情
報
を
基
に
、
堤
防
の
決
壊
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
な
ど

に
発
令
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

一
層
的
確
に
発
令
の
時
期
と
対
象
地
域

を
判
断
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
水

災
予
測
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
水
災
時
の
避
難
場
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
所
管
の

学
校
施
設
は
二
階
建
て
以
上
の
校
舎
も

使
用
す
る
よ
う
改
め
て
お
り
、
更
に
公

共
施
設
の
一
層
の
活
用
や
地
域
の
共
助

に
よ
る
避
難
場
所
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

（
小
児
慢
性
特
定
疾
患
患
者
へ
の
支
援

制
度
）

　
中
村
安
良
議
員
（
質
問
）
近
い
将
来

短
期
入
院
、
外
来
通
院
患
者
に
も
温
情

あ
る
市
独
自
の
制
度
の
復
活
を
お
願
い

致
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

　
桝
本
　
兼
市
長
（
答
弁
）
先
の
二
月

市
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
か
ら
貴
重

な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
小
児
喘
息
な

ど
に
よ
り
一
ヵ
月
以
上
続
け
て
入
院
さ

れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
本
市
独
自

の
公
費
負
担
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
と

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
事
業
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
施
状

況
や
財
政
状
況
な
ど
を
じ
っ
く
り
と
見

極
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
指
導
者
の
処
遇
）

　
中
村
安
良
議
員
（
質
問
）
優
れ
た
教

育
実
践
を
重
ね
、
教
育
指
導
力
が
高
く
、

人
格
的
に
も
優
れ
た
「
授
業
の
達
人
」

の
よ
う
な
先
生
を
処
遇
し
、
励
ま
す
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
門
川
大
作
教
育
長
（
答
弁
）
教
員
の

努
力
に
本
市
独
自
に
報
い
る
た
め
、
現

行
給
与
制
度
上
の
制
約
が
あ
る
中
、
優

れ
た
教
育
実
践
を
幅
広
く
称
え
、
毎
年

約
五
百
人
程
度
を
顕
彰
す
る
表
彰
制
度

を
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
今
年
度
、
全
て
の
教
員
を
対
象
と

し
た
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、

将
来
的
に
は
処
遇
や
給
与
に
反
映
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
市
立
高
校
に
つ
い
て
は
、
教
科

指
導
や
部
活
動
等
の
分
野
で
卓
抜
し
た

力
量
を
有
し
、
他
の
模
範
と
な
る
実
践

を
進
め
る
教
員
を
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
と
し
て
認
証
す
る
制
度
を
、
本
年

七
月
中
を
め
ど
に
創
設
し
て
参
り
ま
す
。

中
村
安
良
議
員
（
西
京
区
）

京
北
で
野
菜
生
産
も
拡
大

水
災
時
へ
万
全
の
対
策

水
災
時
へ
万
全
の
対
策

水
災
時
へ
万
全
の
対
策

中村安良議員の質問項目
１　わが国の農業
２　都市農業の振興
３　産地支援の体制と中央卸売市場での取り組み
４　食育の推進
５　京北町との合併に伴う農業の振興
６　森林整備に対する支援の充実
７　災害時における山林の復旧支援
８　水災対策
９　骨髄バンクへのドナー登録の啓発
10　小児慢性特定疾患患者への支援制度
11　教育指導者の処遇

５
月
市
会

代
表
質
問

脚光を浴びる小型トマト「京てまり」の栽培



　自民党議員は京都市会においてどのような発

言をしているのか…というご質問から今回２

月定例市会での普通予算特別委員会において、

自民党議員が質問や提言した主な内容・項目

を掲載します。それらが大いに反映され、今年

度の京都市予算が執行されています。

総合企画局
・市民しんぶんによる環境に関する広報の具体的
内容と紙面構成を工夫する必要性
・京都市歌の普及の取り組み
・市民憲章の推進状況調査を行う目的、調査対象、
調査結果の活用方法
・市民憲章において行動規範となる実践目標を選
定する必要性
・安心安全ネットの構築に当たっての決意
・安心安全ネット戦略プランの全庁を挙げた局横
断的な取り組みの必要性
・環境問題を基礎とする地域コミュニティの再構
築を地域の総合的な安心安全ネット構築につな
げる考え
・ハンドブック「安心安全知識の泉（仮称）」を日常
生活に活用できる冊子とするための工夫
・市政情報総合案内コールセンターの概要と市民
への周知方法　　　　　　　　　　

総務局
・低公害車導入方針と全車両を早期に低公害車に
更新する必要性
・新規採用職員に対する研修の具体的内容と公務
員としての意識改革の必要性
・職員採用における面接への民間専門家の導入
・国際化推進室の位置付けと予算や体制の充実
・外国籍市民施策懇話会の充実と提言の施策への
反映の必要性
・医療通訳派遣事業の利用状況と課題
・留学生の国際交流会館利用者調査と支援の充実

理財局
・公債償還基金からの借入れの妥当性と今後の予
定額
・17年度市税収入見込みの増加要因
・16年度市税収入確保の見通しと徴収率向上の決
意
・新税の検討状況
・財政健全化プランの財政収支見通しに対する現
状認識
・ＰＦＩ手法による工事の地元業者への下請を求
める指導等の考え

文化市民局
・京都まつり都大路パレード参加区の取り組みに
対する温度差と費用対効果の検討

・区運営方針の策定時期と公表方法
・区行政推進会議の再編強化内容
・地域情報伝達社会システム構築のための調整役
ポスト設置の必要性

・区役所まちづくり推進課と学校との連携の必要性
・市民しんぶんの配布方法と市政協力員改選時の
国勢調査員委嘱事務の適正な引き継ぎの必要性
・東山まちづくり推進基金の厳正な公金管理と経
理責任者の必要性
・東山まちづくり推進基金の継続の見通しと全市
的拡大の考え
・ＤＶ被害者のための民間シェルターに対する具
体的な支援内容

・伏見桃山城運動公園敷地の短期賃貸契約の懸念
・各種スポーツの種類別人口、年齢構成、男女構成
等の調査実施の有無

・地域体育館整備状況と今後の取り組み計画
・京北町の自然環境を活用したスポーツ施設等整
備の考え
・イベントの次第における京都市歌斉唱の要請

産業観光局
・公設小売市場の民設化の理由と関係者の理解を

得る必要性
・伝統産業の日の事業を業界関係者に周知する取
り組みとパンフレットの設置状況
・伝統産業技術功労者顕彰制度の拡大の考え
・京都館と東京事務所の連携の必要性
・新・体感型観光推進事業で実施する京都ならで
はの取り組み内容と情報発信の方法
・京都・花灯路の東山での実施結果とあらしやま・
さがの事業の計画内容
・修学旅行生に対する社寺仏閣拝観料軽減のため
の方策
・愛知万博が本市に与える影響と愛知万博に訪れ
る観光客を本市に誘致する取り組み
・鞍馬地区の渋滞解消策
・京都らしい宇多野ユースホステルの再整備の必
要性
・水田農業構造改革対策事業の内容
・有害鳥獣被害に対する早急な対策の実施の必要性
・地元産材の販売促進の取り組み内容と拡充の考え
・食の安全対策の取り組み状況と食の安全表示の
必要性
・周辺地域を含む中央卸売市場の複合的活性化
・京北町にある観光資源と豊かな自然環境を生か
した観光振興の考え

教育委員会
・ゆとりの時間のこれまでの取り組みと今後の課題
・塾に頼らない自学自習を促すことの重要性
・「指導の重点」の17年度版の新たな改善点
・環境教育の実践行動につながる取り組み強化の
必要性
・普通教室冷房の環境にやさしいガイドライン作
成、活用による環境教育の実施
・管理職評価の子供、保護者、地域の評価の反映状
況と降任制度の有無
・教員自己評価制度の導入効果
・しなやかな道徳教育総合実践推進事業の具体的
な取り組み内容

・道徳教育指導者としての教員資質向上の必要性
・PFI方式を採用した学校冷房化事業の早期完了
の要請とコスト削減の推進
・全国おやじサミット開催の規模及び予算
・親子教育の必要性
・図書館でのノート型パソコン持ち込み使用とIT
を活用した図書館サービスの向上
・地域コミュニティ再構築のための学校と区役所
まちづくり推進課との連携の考え
・京都市歌の学校行事での斉唱の推進

環境局
・京都議定書発効を契機とした地球温暖化対策の
市民啓発促進
・地球温暖化対策のための森林の適切な保全にお
ける事業者の重要性
・温室効果ガス10パーセント削減のために京都の
三山を守っていく必要性
・地球環境問題連続セミナー（仮称）の規模、人員
及び幅広い世代が参加できる工夫の要請
・太陽光発電普及促進事業継続の要請
・市民に一番身近なごみ収集職員が環境保全に関
する知識を備える必要性
・ごみの指定袋制導入における市民のコスト意識
の必要性
・ごみ減量の達成状況とその成果の市民へのＰＲ
・まち美化事務所職員に対する十分な研修実施
・「世界一美しいまち・京都」の推進
・自分のまちは自分で守るという意識の重要性
・南部クリーンセンター第二工場整備における地
元との協議状況及び東部クリーンセンターの将
来的在り方
・横大路における環境先進モデル学区設置など逆
転の発想による地元対策の考え
・焼却灰溶融施設整備の安全性の確認
・ごみ埋立地であったサッカースタジアム建設予
定地の過去の状況の正確な把握の必要性
・サッカースタジアム建設予定地のメタンガス

自民議員の主な発言・提案 普通予算特別委員会

古紙配合100％の再生紙と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

（
四
条
花
見
小
路
の
一
方
通
行
規
制
）

　
磯
辺
と
し
子
議
員
（
質
問
）
四
条
花

見
小
路
北
側
は
強
い
地
元
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
、
夜
九
時
以
降
は
南
行
一
方

通
行
に
さ
れ
ま
し
た
。
何
度
も
府
や
警

察
に
行
き
、
地
元
の
人
達
と
一
緒
に
頼

み
ま
し
た
が
撤
回
さ
れ
ま
せ
ん
。
ど
う

か
市
か
ら
強
く
一
方
通
行
の
解
除
を
申

し
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
毛
利
信
二
副
市
長
（
答
弁
）
花
見
小

路
が
、
地
元
の
活
性
化
の
た
め
の
大
切

な
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
交

通
環
境
の
向
上
を
目
指
し
て
、
府
警
等

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
め
て
参
り

ま
す
。

（
観
光
行
政
の
あ
り
方
）

　
磯
辺
と
し
子
議
員
（
質
問
）
現
在
、

国
は
観
光
立
国
と
言
い
、
府
は
観
光
客

八
千
万
人
と
、
市
は
五
千
万
人
と
言
っ

て
、
大
き
な
構
想
を
掲
げ
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
私
は
沢
山
の
人
が
来
る
事
が
第

一
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
京
都
の
風
情

や
、
京
都
に
し
か
な
い
歴
史
と
文
化
か

ら
醸
し
出
さ
れ
る
、
な
ん
と
も
い
え
な

い
優
雅
さ
や
風
格
を
感
じ
て
貰
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
沢
山
あ
る
伝
統
文
化
を

絶
や
さ
な
い
で
、
後
世
に
受
け
継
い
で

い
け
る
よ
う
、
広
く
国
内
外
に
発
信
す

る
為
に
も
、
観
光
産
業
は
非
常
に
重
要

で
す
。
本
当
の
意
味
で
の
観
光
に
シ
フ

ト
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
す

が
。
　
桝
本
　
兼
市
長
（
答
弁
）
入
洛
観
光

客
の
季
節
変
動
や
地
域
的
な
偏
在
等
に

よ
る
交
通
集
中
を
は
じ
め
、
市
民
生
活

に
影
響
を
与
え
る
課
題
も
生
じ
て
き
て

お
り
、
今
後
と
も
更
に
受
け
入
れ
環
境

の
整
備
等
、
京
都
の
ま
ち
づ
く
り
全
体

の
中
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

一
度
、
観
光
の
語
源
で
あ
る
「
国
の
光

を
観
る
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、

京
都
の
持
つ
「
ほ
ん
も
の
」
の
魅
力
に

心
か
ら
の
感
動
と
驚
き
を
体
感
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
京
都
観
光
の
振
興
に

全
力
を
傾
注
し
て
参
る
決
意
で
す
。

（
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
跡
地
活
用
）

　
磯
辺
と
し
子
議
員
（
質
問
）
京
北
地

域
は
九
十
三
％
が
山
林
で
広
大
な
面
積

を
有
し
て
お
り
、
大
切
な
資
源
を
守
る

為
に
は
、
京
都
市
の
持
ち
出
し
だ
け
で

は
こ
の
先
無
理
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
為
、

京
北
地
域
に
産
業
を
興
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
を
合
併
記
念
事

業
計
画
に
あ
る
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
一

部
に
造
っ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

大
開
発
を
す
る
の
で
は
な
く
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
共
に
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

京
北
地
域
の
自
然
を
壊
さ
な
い
よ
う
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

　
桝
本
　
兼
市
長
（
答
弁
）
グ
リ
ー
ン

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、

「
京
都
市
・
京
北
町
合
併
建
設
計
画
」

に
お
い
て
、
「
自
然
環
境
を
生
か
す
と

と
も
に
、
広
く
市
民
が
活
用
で
き
、
京

北
町
域
の
将
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ

う
な
有
効
活
用
方
策
を
多
様
な
観
点
か

ら
検
討
し
て
い
く
」
と
し
て
お
り
ま
す
。

当
該
跡
地
は
、
国
道
一
六
二
号
か
ら
間

近
に
あ
る
二
百
六
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

緑
豊
か
な
里
山
で
あ
り
、
そ
の
活
用
に

当
た
っ
て
は
、
都
市
部
で
は
得
ら
れ
な

い
憩
い
や
、
癒
し
を
得
る
こ
と
の
で
き

る
自
然
空
間
と
し
て
、
地
元
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
や
観
光
振
興

な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
）

　
磯
辺
と
し
子
議
員
（
質
問
）
京
都
市

が
自
給
自
足
す
る
為
の
方
向
と
し
て
、

一
部
の
人
々
だ
け
や
京
北
地
域
の
人
達

だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
市
内
に
住

む
人
達
も
少
し
ず
つ
農
業
に
触
れ
て
ゆ

き
、
農
業
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
楽

し
み
な
が
ら
手
掛
け
て
い
く
よ
う
に
す

れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
の
際
、
京
北

地
域
の
山
林
に
段
々
畑
を
造
る
と
か
、

又
、
区
画
を
造
り
メ
ン
バ
ー
制
で
会
員

を
募
っ
て
田
畑
の
権
利
を
持
ち
合
う
と

か
、
何
か
一
般
市
民
も
農
業
に
参
加
で

き
る
仕
組
み
作
り
を
考
え
て
下
さ
い
。

　
桝
本
　
兼
市
長
（
答
弁
）
今
後
は
京

北
地
域
に
お
き
ま
し
て
も
、
多
く
の
市

民
が
農
業
に
ふ
れ
あ
う
場
を
つ
く
る
こ

と
が
、
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
京
北
地
域
に
あ
る
十
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
も
及
ぶ
遊
休
農
地
を
活
用
す
る
な

ど
、森
林
保
全
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、都

市
住
民
が
農
業
に
参
加
で
き
る
仕
組
み

作
り
を
財
団
法
人
き
ょ
う
と
京
北
ふ
る

さ
と
公
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
共
に
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
農
地
面
積
は
限
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
食
料
自
給

率
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
は
安
心
安
全

な
市
民
生
活
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、

市
域
に
お
け
る
食
糧
生
産
が
増
え
る
よ

う
、
農
地
の
有
効
活
用
や
農
業
生
産
力

の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

磯
辺
と
し
子
議
員
（
東
山
区
）

京
の
観
光
一
層
の
振
興

京
の
観
光
一
層
の
振
興

京
の
観
光
一
層
の
振
興

観光や農業振興に期待が集まる右京区京北地域（菩提樹の道）

磯辺とし子議員の質問項目

１　祇園地域の道路改善
２　東山五条の交差点改良
３　四条花見小路の一方通行規制
４　観光行政のあり方
５　職員が生かされる職場づくり
６　鴨川歩道橋の整備
７　市庁舎の整備
８　グリーンワンダーランド跡地の活用
９　農業の振興策について
10　京都高速道路建設に伴う公衆浴場の立ち退き

５
月
市
会

代
表
質
問

自由民主党京都市会議員団ニュース（３）平成17年6月25日 第12号

京北の自然も生かし
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古紙配合100％の再生紙と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

　
京
都
市
が
昨
年
度
、
環
境
局
に
勤
務

す
る
職
員
に
対
し
、
職
場
を
離
れ
て
組

合
活
動
な
ど
を
行
う
職
務
専
念
義
務
の

免
除
（
職
免
）
を
二
百
日
分
も
適
用
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題

で
五
月
三
十
日
、
自
由
民
主
党
市
会
議

員
団
は
、
桝
本
市
長
に
次
の
よ
う
な
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
本
市
職
員
が
、
昨
年
度
二
百
日
以
上

に
わ
た
り
職
務
専
念
義
務
の
免
除
（
い

わ
ゆ
る
職
免
）
を
受
け
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
職
免
の
内
容

は
、
組
合
行
事
の
ほ
か
、
ご
み
収
集
計

画
の
労
使
間
調
整
な
ど
、
環
境
局
が
独

自
に
設
け
た
業
務
に
も
適
用
を
受
け
て

い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
職
員
の
管
理
監
督
権
限
を

持
た
な
い
職
員
が
、
市
当
局
と
職
員
の

労
使
間
調
整
の
業
務
を
任
さ
れ
、
職
免

の
適
用
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
、
実
質

上
ヤ
ミ
専
従
と
指
摘
さ
れ
て
も
仕
方
な

い
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
職
免
が
昭
和
六
十
三
年

以
来
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
長
年
認

め
て
き
た
当
局
の
責
任
は
大
変
重
大
で

あ
る
。

　
よ
っ
て
、
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議

員
団
は
京
都
市
長
に
左
記
申
し
入
れ
を

行
う
。

　
　
　
　
　
　
記

　
一
、 

当
該
職
員
を
は
じ
め
、
昨
年

度
二
十
日
以
上
職
免
を
取
得
し
た
職
員

の
実
態
を
公
表
さ
れ
た
い
。

　
二
、 

職
免
適
用
の
範
囲
を
明
文
化

し
、
毎
年
取
得
状
況
を
公
表
さ
れ
た
い
。

　
三
、 

職
員
の
労
務
管
理
は
管
理
職

の
職
務
権
限
で
あ
り
、
労
働
組
合
に
任

せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
さ
れ
た
い
。

　
四
、 

該
当
職
員
を
は
じ
め
、
市
民

に
理
解
さ
れ
な
い
職
免
取
得
者
に
対
し

て
は
取
得
日
数
に
み
あ
う
給
料
の
返
還

を
求
め
ら
れ
た
い
。

　
　
平
成
十
七
年
五
月
三
十
日

　
政
令
指
定
都
市
の
自
民
党
若
手
議
員

の
勉
強
会
で
あ
る
「
ア
ー
バ
ン
ユ
ー
ス

ネ
ッ
ト
13
」
西
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
勉
強

会
＝
写
真
＝
が
五
月
十
四
日
に
立
命
館

大
学
客
員
教
授
の
福
岡
政
行
氏
を
お
招

き
し
、
中
京
区
の
自
民
党
京
都
府
連
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
北
は
札
幌
市
、
南
は
福
岡

市
と
全
国
か
ら
多
く
の
若
手
議
員
が
集

ま
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
教
授
に
は
『
市
民
・
議
員
・
行

政
見
え
な
い
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
』
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、
地
域
再
生
の

必
要
性
や
市
街
化
調
整
区
域
の
用
途
変

更
な
ど
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
ま
た
、
講
演
の
冒
頭
に
は
先
ご
ろ
の

『
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
脱
線
事
故
』
に
つ
い

て
、
あ
と
『
イ
ラ
ク
人
質
問
題
』
『
大

阪
市
の
公
金
支
出
問
題
』
や
『
小
泉
首

相
の
功
罪
』
な
ど
幅
広
い
問
題
を
マ
ス

コ
ミ
が
伝
え
る
以
外
の
裏
話
な
ど
を
交

え
て
お
話
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な

勉
強
会
で
し
た
。

　
恒
例
の
自
民
党
京
都
市
会
議
員
団
独

自
の
朝
食
勉
強
会

を
五
月
十
三
日
に

行
い
ま
し
た
。
今

回
は
、一
橋
大
学
院

法
学
研
究
科
教
授

の
松
本
恒
雄
先
生
を
お
迎
え
し
、
「
司

法
制
度
改
革
の
現
状
と
課
題
―
消
費
者

問
題
の
視
点
か
ら
―
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
司
法
は
国
や
社
会
の
あ
り
方
を
性
質

づ
け
る
憲
法
問
題
で
あ
る
と
共
に
、
司

法
の
ユ
ー
ザ
ー
た
る
国
民
か
ら
見
れ
ば

消
費
者
問
題
で
も
あ
る
と
い
う
視
点
か

ら
、
行
政
優
位
の
国
家
か
ら
政
治
や
司

法
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
家
へ
の

制
度
改
革
の
必
要
性
な
ど
有
意
義
な
講

義
で
し
た
。

視
点
は
消
費
者
問
題

「
実
質
上
ヤ
ミ
専
従
」

司
法
制
度
改
革
で
講
義

松本一橋大学研究科教授を迎え自民議員団朝食勉強会

朝食勉強会

福岡政行氏を講師に

自
　
民

市
議
団

自
民
議
員
の
主
な
発
言
・
提
案

公
営
企
業
等
予
算
特
別
委
員
会

　自民党議員は京都市会においてどのよ
うな発言をしているのか…というご質
問から今回２月定例市会での公営企業
等予算特別委員会において、自民党議員
が質問や提言した主な内容・項目を掲載
します。

市立病院に関すること
・病院の経営的な責任者
・来年度予算案が前年度当初予算よりも低
額の理由
・病院の財政収支状況に対する病院長とし
ての認識
・医者の心構えや患者の心のケアなど患者
サイドに立った病院経営の必要性
・国からの補助金が交付税化された場合に
おける病院予算確保の見通し
・来年度以降の京北病院に対する府補助金
の見通し
・従前府立病院に搬送されていた重症患者
の市立病院での受け入れに関する府との
協議状況
・市立病院再整備におけるＰＦＩ手法の検
討状況
・医師、職員中心ではなく患者を中心にし
た病院とする必要性
・医師等の研修時間がない中で携帯できる
研修マニュアルの作成の考え
・患者サービスの観点から土日開業の考え
・院外処方実施に伴う薬剤師の合理化の必
要性
・医療事故報告における傷害区分の判定に
第三者を加える必要性
・公表基準により発表された医療事故等が
増えている理由
・個人情報管理の現状及び取り扱いにおけ
る十分な注意の要請
・患者の視点に立った医師や職員の接遇の
必要性
・再整備に当たって居心地の良さの追及や
図書室の設置など患者サービスに努める
必要性
・小児科救急医療体制充実の要請
・接遇態度の悪い看護師への指導、研修の
現状
・人間ドックの利用状況及び積極的なＰＲ
の必要性

市バス・地下鉄に関すること
・敬老乗車証が一部負担金制になることに
伴う交通局の収入減の見込みと交通局の
予算編成に及ぼす影響
・敬老乗車証が一部負担金制になることに
伴う収入減に対する営業努力の考え
・交通局独自の給与体系を確立する必要性
・ルネッサンスプランにより削減した職員
を市長部局へ配置転換する危ぐ
・三位一体改革による京都府からの職員派
遣の危ぐ
・管理の受委託に関し、委託先による人件
費格差の是正の必要性
・管理の受委託を推進するメリット、デメリッ
トを明確にしたスピード感のある運営の
必要性
・九条営業所において直営と管理の受委託
が混在する中、双方の交流やコミュニケー
ションを図る必要性
・バスと地下鉄におけるユニバーサルデザ
インの導入計画
・地下鉄建設に関する補助金が一般財源化
する可能性がある中、連結型の地下バス
を導入する考え
・実証実験を実施するにあたりコミュニティ
バスも含めて検討する必要性
・地下鉄の開業により一元化した地域につ

いても公共交通機関としてのバス事業の
在り方を検討する必要性
・バイオディーゼル燃料導入拡大に対する
課題が解決されない理由
・市長が提唱している環境に優しいまちづ
くりに向けての交通局の努力
・地下鉄職員が挨拶を励行するための指導
の徹底
・車内広告料の増収に向けてのこれまでの
取り組み状況
・自転車のマナー低下による事故の推移
・ドライブレコーダー導入の考え
・苦情処理システムの現状
・管理の受委託をしている営業所における
苦情処理システムの現状
・ポケットロケーションシステムを更に使
いやすく充実させるための取り組み
・ポケットロケーションシステムのバス停
留所でのコード番号表示の工夫
・同一バス停留所でも方面ごとにコード番
号をつける必要性
・民間の参入に関し情報収集に努め対抗措
置を採る考えと議会への迅速な情報提供
・みやこ・めぐるオイルの全国展開や交通
局が率先して京都スタンダードを導入す
る考え
・市バスでのバイオディーゼル燃料の導入
の拡大に対する課題克服の努力
・洛バスのラッピングで外国人観光客を歓
迎している雰囲気を表現する工夫
・10年前の値上げの際、新聞に掲載した自
民党京都市会議員団の意見の17年度予算
への反映の在り方
・バス、地下鉄運転士の勤務実態の格差
・勤務制度と研修制度の抜本的な見直しの
必要性
・実証実験の具体的な実施方法の不透明さ
・エムケイの当初の参入条件を忘れること
なく危機感を持つ営業努力の必要性
・赤字路線を民間に委託する考え
・実証実験における小型バス導入が車両の
二重投資になる危ぐ
・地下鉄東西線天神川延伸工事において六
地蔵と同程度の経費削減の可能性
・地下鉄東西線六地蔵延伸で出入口の建設
費が増えた理由
・規制緩和により民間事業者が参入するこ
とによる環境破壊の危ぐ

上下水道に関すること
・地域水道の現状、今日までの整備経過及
び今後の整備予定
・地域水道整備地域における井戸水の利用
実態
・水洗化率向上の取り組み状況
・水洗便所設置の際の貸付金制度及び奨励
金交付制度の概要
・水を安定的に供給する一方で、水需要が
減少しているという状況下で、まちづく
り等市民のために水を有効に利用するこ
とに対しての考え
・公営企業の定義を踏まえたうえでの利潤
及び利益剰余金についての考え方
・平成17年度年間有収水量が対16年度で
1.5パーセント減少している理由
・水道事業における元利償還金の料金収入
に対する割合の動向
・設備及び施設の耐用年数及び取替えにつ
いての考え方
・水道料金改定についての今後の見通し
・企業会計における予算額と決算額のかい
離状況を踏まえての予算編成手法の妥当性
・地下水膜ろ過システム等の普及対策として、
一定量以上の水道水使用者に対して料金
の上限を設定する考え
・水道料金と地下水膜ろ過システム導入に
係る設備等経費のモデル的なコスト比較
・河川を管理する京都府や市建設局との連
携による総合的治水対策の必要性
・上下水道局における合理化の効果
・莫大な経費を掛けている公共下水道整備
事業についての市民ＰＲ強化の必要性

「
職
免
」で
申
し
入
れ

京都で勉強会開催
アーバンユースネット13


